
学習のめあてを
明記しました。

学習のまとめを
明記しました。

学習に取り組む
態度が身につくよ
うに構成しました。

3年上 p.56

6年p.26-27

学習したことを，くりかえし練習できるように構成しました。

3年上 p.125

6年p.28-29

考え方，説明のしかた，ノートのつくり方などの資料を充実させました。

学習の見通しとふりかえり

6年p.270

6年p.272

6年p.274
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 ■ 巻頭単元

 ■ 作業的・体験的な活動

基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るために，発達や学年の段階
に応じた反復（スパイラル）による教育課程を編成しています。
また，子どもたちが主体的に学習に取り組むことができるように展開しています。

既習事項をしっかり確認した上で，新たな学習内容に興味・関心のもてる単元導
入にしました。子どもの生活経験を重視し，身近な題材や解決の必要感がもてる題
材を取り上げています。	

第1単元の単元導入では，ダイナミックな写真を見開きで掲載して，新学年のス
タート時から子どもが興味・関心をもって意欲的に学習できるようにしました。

算数的活動の一環として，理解を深め
たり，量感を身につけたりするために
効果的な活動を取り上げています。

単元導入

既習の知識や技能，考え方を
使って子ども自ら課題を発見
していく展開にしています。

課題設定

新しい単元に入る前のレディネスチェックのペー
ジです。系統的に繋がった既習事項を確認させる
ことで，新たな学習内容の理解を促します。

準　備

これまでに学んだことを
使って考える問題です。

単元全体を見通しためあてです。

復習・準備で構成しています。
イラストを用いて，単元の内容で
はないことを明確にしました。

算数アスレチック

準備の中で，特に確認しておき
たい基本の問題を線で囲んで
強調しています。

重要な問題

の問題

これから学んでいくこと
のめあて

4年上 p.6-7

5年 p.15

5年 p.16

4年上 p.8

学習意欲の向上， スパイラル（レディネスチェック）基礎・基本の習得
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学習内容が見渡せるように，1時間の指導内容を1ページ，または，2ページで構成し
ています。また，学習のめあてとまとめを示すことで子どもたちが主体的に学習に取り
組むことができるようにしています。

本文ページ

 ■ 算数資料集「数直線図のかき方」
主体的な学びをサポートするために，図の
かき方など学習時に役立つ資料を巻末の

「算数資料集」に掲載しています。

（一斉問題）→ （個々が取り組む問題）→ （練習問題）のステップを踏
むことにより，子どもたちの理解がより確かなものになります。

6年 p.43

6年 p.280

3年上 p.57

3年上 p.125

538+267と同型

最初の問題に色付せ

508+292と同型

本時のテーマとなる問題です。
自力で取り組んだ後，みん
なで一緒に考えます。

の問題を少し発展させた
問題です。自力で挑戦し，

の問題で習得した考え
方を拡張します。

本時の学習の練習問題です。
同型の問題をいくつか解く
ことで理解の定着を図り
ます。
なお， の練習と の練習
を別々に構成しました。

の問題

の問題

の問題

 ■ もっと練習
の問題と同型の問題を

巻末に用意しています。
答えも掲載していますの
で，子ども自身で理解を確
認しながら取り組むことが
できます。

進度によっては色を付し
た問題のみで理解を確認
するなど，個に応じて扱う
ことができます。

個への対応

本時に学ぶべき内容や方
法をめあてとして示してい
ます。授業では，子どもたち
が自らめあてを発見して
いく展開を期待しています。

本時で学んだ内容のまとめ
を示しています。

学習のめあて

学習のまとめ

基礎・基本の習得

問題の流れ

学び方， 学びやすさ（1時間の構成）， 個への対応， 定着（反復練習）
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新しい問題を考えるときには，既習事項と結びつけて解決の糸口をさ
ぐっていきます。このような問題解決の思考が自然と身につくように，
本文では，子どもの気づきとよく使う考え方を関連させて扱っています。（第 4 ～ 6 学年）
また，思考法単元（主にイルカマークの単元）は，いつの時代にも必要とされる論理的な
思考を養うことができるコーナーとして，永年にわたり系統的に取り扱っています。

問題解決の思考

 ■ 子どもの気づき

 ■ たしかめましょう

 ■ さがしてみよう

 ■ やってみよう

 ■ 思考法単元（文章題）

ページの右端部分にある子ども自身や友だちの心の声
（きっかけ・ふりかえりなど）が問題解決を支援します。

評価の4 観点に対応した自己評価問題を取り上げています。

学習と関連する身のまわりのものを資
料としてオプションに掲載しています。

学習したことをいかして取り
組める問題をオプションに
掲載しています。

さまざまな図や表を手がかりにして合理的に問題解決
にあたることで，子どもたちの思考力を伸ばします。
各学年の指導内容にも配慮して系統的に扱っています。

（領域別系統一覧表「文章題」64，65ページ参照）

つまずいた箇所に戻れるようにしています。
ふりカエル

問題解決に役立った考え方や大
切なポイントを示しています。

ふりかえり

問題を考えていくときのきっかけ
となる気づきを示しています。

きっかけ

「きっかけ」，「ふりかえり」の欄に
記述されている「にている」，「きま
り」，「もどる」は，いろいろな問題
解決場面で役立つ考え方です。

よく使う考え方

子どもたちが自分で学習の成果を確認し，その後，補充したり，新しいことに挑戦
したりすることは大切です。
単元のまとめでは，子どもたちが自ら学習を進めることができる展開にしています。

巻末にその巻の学習内容
の重要項目をまとめてい
ます。その内容を学習した
ページも付記しています。

単元のまとめ

巻末のまとめ

6年p.15

5年 p.260

5年 p.224

3年下 p.140

5年 p.26

6年 p.190

5年 p.68

知識・理解

技　能

数学的な考え方

技　能

関心・意欲・態度

基礎・基本の習得 思考法， 文章題， 思考力， 学び方（問題解決の思考, 観点別評価と補充・発展）

学　年 1年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

問題数 6 22 22 12 15 23

子どもたち自身で学習の成果を確認でき
るようにチェックボックスを設けています。

ずっと大切に
していること

10 11
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算数学習で習得した基礎的・基本的な知識や技能を生活や学習に活用する場面を多く
設けました。子どもの興味・関心を喚起する内容や算数的活動を扱っていますので，
意欲的に学んでいくことができます。また，探究活動に取り組む場面も用意しています。

子どもたちがこれから生活していく上で，豊かな数感覚や量感覚を身に
つけておくことは，いつの時代にも必要なことであると考えています。基
礎的な計算力や基準となる量感を身につけた上で，数量の見積もりが
できるように構成し，永年にわたり系統的に扱っています。

豊かな感覚

 ■ 買えますか？買えませんか？
　（第1〜3学年）

 ■ 見積もりを使って
　（第4〜6学年）

 ■ 基準量をとらえて見積もる

 ■ 基礎計算（暗算）

所持金でどれだけのものが買えるか，買
えないかを考えます。そのわけを述べる
活動を通して，数感覚を磨きます。

数を概数として捉えて見積もる計算は日常生
活でたいへん役に立ちます。また，見積もりは
計算の答えを簡単に確かめたりするときにも
必要な力です。

量感覚を身につけるために，まず，体験的な活動を通して基準と
なる量の感覚をつかむようにしています。その後，1Lなどの基準
量の感覚を活用して，身近にあるものの量を見積もる活動を通
して，量の感覚を豊かにしていきます。

17＋4などの簡単な暗算は，筆算の学習
や九九の構成の際に必要となるだけでは
なく，見積もりなどの数感覚を養う上でも
重要です。基礎的な計算力が身につくよう
に，スモールステップで展開しています。

2年上 p.22

1年 p.144

6年p.184

2年上 p.88

2年上 p.87

活用・探究

計算のしかたを具体物操作などと関連
づけて説明する活動を取り入れています。

説明する活動

暗算， 見積もり， 活用（量感）， 判断力， 表現力（説明する活動） 

ずっと大切に
していること

12 13
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習得した知識を活用することに加えて，理解や考えをさらに深めていくコーナー
を設けました。探究活動の一環として，調べたり，考えたりしたことをレポートにま
とめる活動を多く取り上げています。

活用から探究へ

 ■ 算数実験室
　（第3〜6学年）

 ■ 夏休みの算数の自由研究

 ■ みらいへのつばさ
　（第3〜6学年）

 ■ 算数卒業研究

学習したことを活用し，実験することで理解を深めるコーナー
を設けました。理科と同様に「予想→実験→結果→考察」の順
に学習を進めます。

疑問に思ったことやもっと深く考えてみたいことを，夏休みの
自由研究として自主的に取り組めるように構成しました。算数を通
してものごとを探究していく活動を期待しています。

子ども自身の生活を見直し，見通しをもって計画を立て
るコーナーを設けました。立てた計画を実行してみるこ
とも期待しています。題材については，食育や防災教育
などの社会的に話題性の高いものを取り上げています。

6 年間の算数学習で学んできたことを活用して，過去の偉大な数学者が考え
たことを探究していくコーナーを第 6 学年の最後に用意しました。算数でよく
使う考え方を使って学習を深め，最後に算数・数学を学ぶ意義を考えます。

3年上 p.44-45

5年 p.216-217
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6 年間の算数学習で学んできたことを活用して，過去の偉大な数学者が考え
たことを探究していくコーナーを第 6 学年の最後に用意しました。算数でよく
使う考え方を使って学習を深め，最後に算数・数学を学ぶ意義を考えます。

3年上 p.44-45

5年 p.216-217

6年 p.94-95

6年 p.226-227

活用・探究 活用（他教科や日常との関連）， 探究， かく力， 実践力

6年 p.236
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